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Abstract

　Basic　color 　terms 　based　on 　color 　category 　are 　often 　used 　to　communicate ．　They 　are 　 useful 　to　designate　or

distinct　objects 　then　colors 　are 　widely 　used 　on 　application 　like　signals ，　signs 　and　so　on ．　When 　we 　use 　color 　for

the　purpose，　it　is　needed 　that　the　same 　surface （i．e．，　object ）is　always 　seen 　the　same 　color 　category 　even 　if　it　is

seen 　by　various 　people　and ／or 　environments ．　In　reference 　to　the　issue，　we 　carried 　out 　a　categorical 　color 　naming

experiment 　using 　young 　adults 　and 　elderly 　people　as　observers ．　The　experiment 　was 　designed　to　investigate　the

effects 　of　illuminance（three　levels： 10，100，10001x）．　The　experiment 　used 　a　series 　of 　Munsell 　chips 　which 　were

presented 　one 　by　one ，　and 　the　observers 　were 　asked 　to　categorize 　them 　into　one 　of 　ll　categories （red ，　pink，

orange ，　yellow，　green，　blue，　purple，　brown ，　white ，　gray，　 and 　black）．　The 　results 　showed 　that　iliuminance　Ievel

affected 　color　categorization 　especially 　to　the　elderly ．　The　consensus 　on 　categorization 　of 　the　elderly 　was 　lower

than　the　young ，　especially 　for　chips 　with 　hue　YR 　or　Y．　It　also　much 　deteriorated　when 　either 　the　illuminance　was

low 〔101x），　or　the　lightness　of　the　chips 　was 　low　in　the　elderly ．　We 　also 　found　that　there　were 　some 　color 　chips

whose 　categorization 　was 　same 　regardless 　of 　observer 　group 　or　illuminance　in　categories 　black．　blue，　purple　and

green ．
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要 　旨

　カ テ ゴ リ カ ル 色知覚に 基づ く基本色 名は しば しば色を介在した情報伝達に使用 さ れ る．色 は対象を示 した り区別

す る手段 と して有用 で あ り，信号や サ イ ンなどの 用途 に 広 く使われる．こ の 用途で色を利用する際，同 じ表面 （物

体）は様 々 な観察者，環境 の 下 で も，常に 同 じ色 に 見える こ とが要求 される．今回は こ れ に 関連し て、若年者と高齢

者の色彩基本語に 基づ く色分類の 照度 の 影響 を検討 した ．各観察者 は，10，100，10001x の 3段階の 照度 に て，マ ン

セ ル 色票 を 1枚ず つ 観察 し，11色の 色彩基本語（赤，桃，橙，黄，緑，青，紫，茶，白，灰，黒）に 分類 した ．結果，

照 度は色の分類に影響 し，特に 高齢者に そ の 影響が大 きか っ た．共通 の 分類を得 た色票数は，高齢者の 方が若年者

よ りも少 な く，特 に 色相 YR ，　Y で そ の 減少が多 く見ら れ ，低照度（101x）の 条件，あ る い は照 度 に 関わ りな く低 明度

の 色票 で 減少 が 顕著で あ っ た．ま た ，観察者群，照度 に 関係な く，高 い 割合 で 同 じ色 に 分類 され る色票が，黒 青，

紫，緑の 分類に見 られた．

キーワード ： カ テ ゴ リカ ル 色知覚，情報伝達，加齢，セー
フ カ ラ

ー，カ ラ
ー

ユ ニ バ ー
サ ル デザ イ ン
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1．は じめに

　 日常生活に お い て，情報伝達 に「色」を使用する場合

が しば しばある．信号機や標識 案内板などに見 られ

るサ イ ン や照明を用 い た こ の 方法は，い ろ い ろ な形 で

使用 され て い る．色を使 っ た情報伝達は，色が見分け

られ る こ とに よ る方法（弁別）と，色 の 種類 が分 か る こ

と に よ る方法（分類）に 大別 で き る．弁別 に よ る 方法で

は，例 えば，ある表示 で 背景の 色 と文字の 色との 違 い

が分 か り，文字が 読 め る こ と な ど，色 の 差 を知覚で き

る こ と が情報伝達 の 必要条件とな り，感覚的側面を持

つ ，一方．分類 による方法 は，表示面に知覚する色の

種類が 分か る こ とが 必要で あり，色名，色よ り想起 さ

れる意 味 ・印象 ・感情なども場合に よっ て は含 み ，知

覚 ・認知的側面 を もつ 、例えば信号機 は
一

般的 に，赤，

黄，緑（青）の 表示 を行 うが，特に指示する内容は 直接

表示 され な い ．情報受容者は こ れ らの 表示面 を見 て ，

表示 面 の 色 の 種 類（色名）を認 識 し，記憶 さ れ て い る．

赤 一と まれ，黄
一

とまれ （注 意），緑
一
進行可 の 対応付

けを基 に，進路に対す る情報を受容す る．こ の 場合，

色 の 差 が 知覚 で き る だ け で は情報は伝達で きず，色 の

種類が認 識 で き る こ とが必要で ある，

　色が情報伝達に広く用 い られる理由 は．瞬時に判 別

で きる ，文字，形 に比 べ 視認性が高い ，広い 視野範囲

で識別が可能，語彙 との 対応が比較的明確で ある等 の

点で 他の 視覚情報 より，優位 で ある と考え られ る か ら

で あ る 1）．しか しこ の 利用 に あ た っ て は 考慮す べ き大

きな点 が 二 つ あ る．一
つ は 「すべ て の 人 は 同 じ色の 分

類特性を持 つ か ？」と い うこ とで ある．もう
一

つ は 色

の 利用 に お ける 視環境 の 問題 で あ る．

　情報伝達 で は情報が
一

義的 に解釈で きる こ とが 必要

で あ る．情報 の 送 り手が 「赤」を 用 い て 何 か の 情報伝達

を意図した際 情報の 受け手 もそ の 表示 を「赤」と認識

する 必要がある が ，照明環境や観察条件 の 差異，また，

加齢や色覚異常 な どで ，「桃」「緑」な ど，他の 色に認識

して しまう可能性 も否定で きない ．こ の 場合は、分類

を用い た色に よ る情報伝達が成 り立たな くなる．

　色を用 い た情報伝達 にお い て 考慮す べ き受容者の特

性 として ．高齢者が挙げ られ る．現在，日本で は 高齢

化が 急速に進行中で あ る ．2010年 10月 1日現在 t65 歳

以上 の 人 口 は 日本 の 全人 口 の 23．1％ を占 め る
2♪．2050

年に は約 40％ まで 上 昇3）する との 報告 もあ り，高齢化

に 対す る 対 策 は 急務 で あ る ．

　加齢に よ り我 々 が物を見る仕組み ，視覚系に は様 々

な変化が生 じる．色覚に関連す る機能は加齢 によ り次

の 様な変化を示す．眼球 に人射す る光 を結像 させ る 眼

光学的要因 として は，眼科
一

般 に．瞳孔径 の 縮 小，眼

光学系の濃度の増加，角膜の 組織変化，前房 の 房水中

粒子 の 増加，水晶体の 濁 りな どが，網膜に達する光量

（網膜照 度）の 低下 を もたらす として 知られ て い る，網

膜に結像 し た光を 電気信 琴に 変換す る感覚的要因 とし

て は，生 理学的 に ，網膜 の 錐体 の 劣化 ・減少t 神経節

細 胞 の 減 少が認め られ る
4 ；’）．心 理物理学的に 測定さ

れ る 分光視感効率は低下す る
｛i｝．一

方 で ，大脳の 初期

の 処理 に 関係す る知覚的要因 の 段階 は，眼光学 的要因，

感覚的要因 を踏 まえる と劇的に変化 しそ うだが，実際

はそれ ほ ど変化せず 長期的な順応 に よ り人 間 の 視覚

系に は感覚の 加齢変化 を 補 う機構 があ る と もい わ れ て

い る．知覚段 階 の 処理 を担 うと考え られ て い る 視覚大

脳皮質 に おけ る 細胞の 減少は微小で あり，可塑性 に よ

り視覚系を補償 し て い る 可 能性が示 され て い る η ，こ

れ は 知覚 の 補正 の 可能性 を示す生理学 的 データ と考え

られ て い る，

　 また視環境 の 影響を考える場 合，観察時 に おけ る 照

度，輝度 な どの 明 るさに 関係す る 量 （測光量）の変動は，

無視 で きない 問題 で あ る．基礎研究で は こ れ ら の 量 が

色弁別特性や 色の 見えに影響する こ とが調 べ られ て い

る，低輝 度にお い て は色 弁別感度が低下 し
S），刺激輝

度 の 変動 に よ り分光的に は 同 じ組成の 光 で も異 なる色

の知覚が 生 じる こ と 9 ）

などが報告 され て い る．色 の 分

類 に お い て も，照度が 分類特性に影響する こ とが 若年

者 の 結 果 より示され て い る 1  ．

　高齢者で は若年者よ りも受容する光量が低下す る こ

と，輝 度，照度 レ ベ ル が色知 覚や 分類特性に影響を与

える こ と な ど，上記 の 基礎研 究 に おけ る 知 見 は，色 の

利用 に お い て高齢者を考慮する 上 で，環境におけ る測

光量 を検討する 必要性を示唆する．高齢者 の 照度 レ ベ

ル に よる色弁別特性などは調べ られて い る が m ，更に

色の分類に つ い て もデ
ータ を蓄積す る こ とは色 の 利 用

にお い て 重要 で あ る と考え られ る．本研 究 で は こ れ に

関連 し，照度 に よ る 若年者 と高齢者の 色分類 の 傾 向に

つ い て検討し た の で 報告する．

2．測定

2．1，色票

　測定にお い てはJIS管理色票 （マ ン セ ル 色票）を用 い

た．明度 （の 2，　4，6，8の色票 につ い て，彩度 （C）は N （0）

よ り1 と 2以上は 2お きに 最大 の 彩度 まで ，色相 （H ）は

彩 度 4ま で は 10の もの ，彩 度 6以上 は 5 と 10の もの ，
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河本ほか　基本色名に基づ く色分類における照度の 影響一明所視における若年者と高齢者の比較
一

計 332枚の 色票を用い た．

2．2，照度

　明所視に おける視環境 を考慮 し，測 定に お け る 照度

は ，10，100，1000　lxの 3段階を設定 した．

2．3，観察者

　若年者群 （20代健常 者） 10名，高齢 者群 （60−80代）

10名 の 観察者が測定に参加した．観察者は こ れ まで に

色覚異常 を指摘 された こ と は無か っ た ．すべ て の 観察

者は 日常生活 を問題なく送れ る程度の 視力を有 して い

た，また，高齢者群 につ い て は，治療が必 要なほ どの

白内障な どの 眼 疾患 は 認 め られ な か っ た．

D65 近似蛍 光灯（D −EDL −D65，6504K，　Ra＝98）に よ り照

度を変え られ る観察ブ
ー

ス にて，測定 を行 っ た．ブ ー

ス 内部は上方の蛍光灯に よ り照明され N6 相当の 塗装

が 壁面 に 施 して あ っ た．

2．6，測 定方法

　色票を 1枚ずつ ラ ン ダ ム に 提示 し，観察者 はそ の 色

票の 分類を Berlin　 and 　 Kay 　
12）が提唱 した基本色 名 11

色 （赤，桃，橙，黄，緑 青，紫，茶，白，灰 t 黒）に

て 口頭で 回答 した．各観察者は各測定条件 に つ き各色

票 を 1回ず つ 観察 した．測定開始時及 び 測定条件の変

更毎に 5分の 川頁応時間を取 っ た．各色票の 観察時間に

は制限 を設けなか っ た．

2．4 ．刺激の 空間条件

　提 示刺激 とな る 色票 は，視 角横 57度 縦 42度 の 広

が りを持つ N9 相当の 紙製の 背景に，大 きさ視角 4度に

て 提示 した．背景の 明度は，使用 した す べ て の 色票 よ

りも高く，表面色の 色 の 見えの モ
ードに対応した．

2 ．5 ，測定装置

　暗室 に置 かれ た，イ ン バ ータ制御点灯方式に よ る

3 ．結果

3，1．分類の傾向

　 まず最初 に，分類 の 傾向を示す ために t 高 い
一致率

を持 っ て 同 じ色 に分類さ れ た 色票 の 枚数 を示す，両観

察者群 に お い て、101x で の 有彩色 の 分類 にお ける
一

致枚数 の 減少が共通 の 傾向で あ り，特に高齢者群で そ

の 傾向は強か っ た ．表 1 に それぞ れ の 評価色票 の 各群

全体の 回答数に対する，同
一

色名回答数 の 割合 を
一

致

90翳以上 の 色名 の
一
致準を持って 分類され た色羂の枚 数

　 　 OPぱ　　＄　 は　 e　 　　 ね 　　 　　 　 　　 m 　 f 　 ユ 　　　げ

　　　1　2：ll ，IA 紹 1胡 器ll：盟1
1°°°］xll

；ll 興 1 蠻 詔 器：ll
　 　 　 計　　　　4 　　11　　7　　7　　47　　2S　　30　　0　　11　　21　　8　　174（0．52）

表 1　 90％以上の
一

致率を持っ て分類された色票 の枚数 と照度間の比率

　 　 　 　 （上段 ：枚数，下段 ：比率 ：　 左表 ：若年 者．右表 ：高齢 者）

合 計枚数の括 弧内の 数字 は それ ぞれ の 明度に お け る 評 価色票 枚数 との 比率 を示 す．

　　若年者　　　　　　　　　　　　　　　高齢者
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9  以上の 色名の

一
致串 を　 っ て分 　 され た色 累の歓救

朋度 赤 桃 権 黄 鱇 青 紫 白 灰 茶 黒 　 計

　　 l　lll ：呂且，1 跚 踊
’  』

：　：：ll 鴬 留 ：ll

9（Ol6，
Sl｛051，
42　（o，41）
19〔o．t8｝

計 2444 ユ519220718812 ヨ〔0．37）

　　 1 ：lll 闘 ∴1！詩 1；ll：芻　　　ll ：：：s3：1羽 ll ：
1°°’Xl

：il ：17；1 ：？：： ll　［1：ili　
ID° lxll

；冒 闘 ：：興 ：
　 　 計 　　　5　　 S　　4　　5　 41　 23　 25 　 0　 20 　 L6　 16 　 163 〔0．49 ）

IS 〔D．26〕
47 〔o．46）
司4 〔e，4コ）

！5 （036 ，

　　 l　llllll 島：：！
1

’ ll：1：lll
1° 以

　： ：贈 1貿 ；：ワ詔 ；1［：：増1
　 　 計 　 15 ヨ 43tig17020710117 （0．3i）

toIx

tt　　 2　 s　　に　 し　 ］6　 2り　 1フ　 　　 ユG 　 ロ 　 s 　　13t （e，3り）

1　跚 ：：lli。 ：lll 、1［：：護：
ll ：：lll ：：：llil：嬲
計　　　　0 　　0 　　0　　0 　　L2　　2　　匚6 　　0 　　7　　 且　　6 　　　婀 〔0．匹3卸

　　　l　l ：：1 ：；：：：踊 、；1：：男；　　 1　：llllll ：：ll
全照度

： ：：1 ：贈 1 ：：：：言二：：蠶；
全照度 1 ：跚 3 ；島 ：i：：

　 　 計　　　　匚　　 5　　！　　4 　　29 　　14 　　13 　　0　　6　　4 　　3　　　91　0M
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率 と し．90％ 以 上 の
一

致率 を持 っ て 分類 された色票枚

数（上段）と照 度間 の 比率 （下段 ）を示 す．90％ 以 ヒの
一

致率 を持 っ て 分類 され た色 票の枚数は，若年者群 の

方が 高 齢者群 よ り多 く，全 体 の 評価 色票枚数 に 対 し，

1000，100 ］x で は若 年者群 で 50％，高齢 者群 で 40％弱

程度で あ っ た．10　lxで は，両群と も低下傾 向に あ っ た

が ．若年者群 35％ に 対 し高齢者群 は 13％ で あ り，特に

高齢者群 の枚数が減少した，

　若年者群，高齢 者群，照度 に関わ り無 く共通 した傾

向と して，赤，桃，橙，黄 の い わ ゆ る 暖 色系の一致 し

た分類枚数は 少なく，緑，青，紫の い わ ゆ る 寒色系 の

枚数が多い 点が挙 げ られる．白の 分類 は今回は見 られ

なか っ た（表 1上段）．

　照度ごとに 比率で 比較する と，10001xに 比 べ 1001x

の 条件で は，若年者群 の
一
致枚数 の合計は 6％ の微減，

高齢者群 は 7％ の 微増 で あ っ た （表 1下 段 ）．明度 （の 4，

6 の 割合が ，明度（V＞2，8 に対し低 い ．橙．黄，茶 の

割合が減少 し，灰 の 割合が 増加 し た．若年者群で は．桃．

緑，青，紫が減少傾向で あ る こ と に 対 し，高齢者群 で

は増加傾向で あ っ た．また若年者群で は 明度（の 2で

黒 の 応答が増加 した．

　10001x に比べ 101x 条件で は．一致枚数の 合計は減

少傾 向とな っ た．そ の 比率は若年者群 で は 67％で あ る

が，高齢者群 で は 36％ で あ りT 比 率 の 点か ら も高齢者

群 の 方が 減少は大 きか っ た．高齢者群 の 101x の 条件

で は 赤，桃 橙，黄 の 分類が見 られず，青，茶 の 割合

もそれぞ れ 11％．6％と大幅に減少 した．緑，紫 も減少

傾向で あ り，明度 （V）2 で み られ る黒 の 割合 も 75％と

減少 した．灰 の み 明度（の 8 で 増加傾向が 見ら れ る が ，

明度（の 6 で は減少 して お り．合計枚数で は 10001x

と変わ らなか っ た．若年者群 で は，明度（μ＞8 で の 灰

の 割合 の 増 加が顕著 で あ り，全 明度 の 合計 で も 182％

と増加 した．黄，緑，青，紫の 割合 は 50〜 60％台に

あ り，赤，桃，橙，茶 に比べ 照 度減少に よ る一致率の

減少傾向は 緩 か っ た．明度 （の 2 に 見 られ る 黒 の 応答

は増加傾向で あるが，1001xに 比 べ る と減少 した．

3．2．分類のマ ン セル色空間中の分布

　次に各観察者群に お い て ，高い 一致率を持 っ て 分類

され た 色票 の マ ン セ ル 色空 間中 の 分布 を 示す．図 1 は

若年者群，図 2は高齢者群 に つ い て ，照度，明度 ご と

に 70％以 上 の
一致率を得た 記号 をそ れ ぞ れ の 分類を示

す頭文字 で 示 した もの で あ る．各観察者群 に お い て，

照度 に関 わ りな く，E”（V＝2），紫伊 ＝4，6．H ；P）t

青（if≡4，　6．　H − B−PB ），赤（グ＝4。　H ＝R ），緑 （F ＝4，6，

8．　H ＝GY −BG ），桃 （7 ＝6，8，　 H ＝RP −R ）の 分類 の 空間

中 で の ま と まりが見 られ た が，細 部に照度 に よ る影響

も見 ら れ た．若年者群，高齢者群共通 の 傾向として は ，

明 度（の 2 の 色相 （H ）10P−10YR に お い て 照度 の 上昇

に伴 い 紫 の 応答が減少 し茶 の 応答が増加 した．また他

の 色 相に 見ら れ る黒の 分類は，照 度の 上 昇に伴い 減少

した こ とが挙げられる．

　
一

方で照度に よ る分類の 変化が，若年者群と高齢者

群 で 異な る 傾 向 を示 す領 域 も見 られた．明度 （の 2で

は，色相 （H ）5PB −5P に お い て ，1000，1001xで は 両群

とも同様 の 傾 向を示すが，101xで は若年者群 で は黒 の

分類 は 少な く有彩色 の 分類 が 見 ら れ，高齢者群 で は 黒

の 分類が多 く見られた ．

　明度 （V ）4で は，色相 10R周辺 に お い て，若年者群

で は全照度 で 茶 の 分類 が 多 い ．一
方，高齢者群 は 1000，

1001xは 若年者群 と同 じ茶の 分類 が 多い が，101xで一

致 した 分類が見 られな くな っ た．

　 明度 （の 6で は，10R周 辺 高彩度 に お い て，若年

者群 で は全 照度で 橙の 分類が 多 い ．一
方，高齢者群

は 1000，1001x は 若年者 群と 同様で あ る が ，101x で は

赤 の 分類が 多くな っ た．また青 と緑 の 分類 の 境界 が，

1000，1001x で は，両群 とも色相 BG に位置する こ とに

対 し，101xで は，高齢者群 は 色相 B に見 られ た ，更に

色相 （H ）5Y−10YR に お い て ，照度が 高 くな る に つ れ

て 若年者群 で は 茶 の 分類 が 減 り黄の 分類 が 見 ら れ る様

に な っ たがt 高齢 者群 で は茶の 分類 は減る もの の ，黄

の
一致 し た分類は見ら れ なか っ た．

　明度（V）8で は．色相 （H ）5Y 周辺 に お い て，若年

者群 で は全照度で黄の分類が多い
一
方で，高齢者群は

1000，1001xは若年者群 と同様 で あ るが，101xで は
一

致 した分類が得られな くな っ た．

3 ．3 ．照度変化 ・観察者群間の分類の
一

貫性

　全照度 を通 じて 同
一

色名 で 高 い
一

致 率を持 っ て 分類

された色票枚数は，表 1に示す通 り，両観察者群 とも，

ほ と ん ど の 分類 で 個 々 の 照度条件で の
一致枚数よ り少

なか っ た．更に表 2に示す通 り，若年者 群 と高齢者群

共に，90％ 以 上 の 高い
一

致率を持 っ て 同 じ色名に 分類

さ れ た 色票枚数 （論 理 積）は ，群 別 で は よ り低い
一

致枚

数 で あ っ た高齢 者群単独 の それぞ れ の 値 よ り更 に低

か っ た．全照度 の 明度（の 2，101x の 全明度で は，特

に
一

致枚数の割合が低 い ．こ れ らは照 度 の 変化 に よ っ

て，高い
一

致率 を持 っ て 分類 され る色票の 領域が 変動

［＝＝＝＝一 ］ 86 ［＝二＝ ＝＝＝＝＝：＝ ＝＝＝ ＝ ＝1
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一

明所視における若年者と高齢者の比較
一

す る こ とと．若年者群，高齢 者群 の そ れ ぞ れ で 高 い
一

致率を持 っ て分類され る色票 の 分布は完全 に は重 なら

な い こ とを示 し て い る，図 3 に 全照度 を通 じて 高 い
一

致率を持 っ て 分類 さ れ た 色票 の マ ン セ ル 色空間中 の 分

レ」 2

V一 4

V ＝ 6

P」 8

D65−Singte−10＿Youn解 r−06　 5R

valuc；2　　　 　　　　　　　 5BG
D65 −S血 匐c＿10＿Y   呂ロー06　5R

valuel　4　　　　　　　　　　　 5BG
D65−S面g匚ピー且0−Ycung¢「−06　 5R

VaLue’6　　　　　　　　　　　 5BG
D65 ＿Slpgle＿10−Yo 皿即 し

06 　 SR

D65 ，S血 glc−10D−Yo 凵皿ge「＿Ob 　5R

valuc：2　　　　　　　　　　　 5BG

D65 −S洫
呂
te−100−Yeunger −06 　5R

講
5B

valuc：4　　　　　　　　　　 5日G
D65−S血81e−IQO−Youngny一跖 　5R

5G

D65−Siogl¢＿亅000−Ycunger−065R

Value：2　　　　　　　　　　　5BG
D6」＿S十ngte −1伽 一Yo 皿 gcr−065R

5Y　　 5P

5GY

　 5P

ValU ピ、6　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 SBG

D65−Singb一且DD−Yomgcr −06 　5R

難
欝

柵

．
．

、

鷺
騰

5B

V衄uヒ・4　　　　　　　　　　 5B6

Dfij−Sin81e＿1  一Yo 皿呂訂一〇65R

SG

丶ヒ

Valu ¢6　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5BG

D65−S山91¢−LDゆ0−YpunB匕LO65R

　 　 　 　 valve：8　　　　　　　　　　 SBG 　　　　　　　　　　　　　　　Valve．8　　　　　　　　　　 5BG 　　　　　　　　　　　　　　　value：呂　　　　　　　　　　 fBG

　　　　　　　　　　 lO　lx　　　　　　　　　　　　　　　　　1001x　　　　　　　　　　　　　　　　lOOO　lx

　　　　　　　　　　　　　図 1　照度別の マ ンセ ル 色空間における若年者群の色分類分布

記号 が色名 の頭 文字 の場合は観察者群内の
一
致率が 70％ 以上，正方 形で 囲 まれ た 頭文字の 場 合 は，90％ 以上 の

一
致率 を意味 し1 それ

ぞ れ R〔赤 〉，Or（橙 ），　Y （黄 〉，　Br（茶 ），　G （緑 ），　Bi（青），　Pu（紫 ），　Pk（桃 ），　Gr（灰 ），　W （∈］），　Bk（黒 ）に分類されたこ とを示す．黒点は一致 率が

7096 未満の 色票 を示 す．
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布を示す．色相 YR ，　Y に観察者群 間の 特 徴的な差が 見

ら れ た ．若年者 に 見 ら れ る 明度 （の 6 で の 色 相 YR に

お け る橙，明 度 （め 8で の 色相 YR，　Y に 見 ら れ る橙，

黄の 分類は高齢者群で は 消滅した．また，高齢者群 で

の 明度（の 4で の 色相 YR にお ける茶分類 の 減少，明

度（め 6で の 色相 RP に お け る 桃，そ の 他色相 で の 緑，

レ」 2

V ＝ 4

レ」6

v＝・8

脱 5−Singie−10A］lhlder＿06　　　5R

value：Z　　　　　　　　　　　 5BG
D65＿Singlt＿10Al巴［面 一〇6　　　5R

valve；4　　　　　　　　　　　SB 〔逼

D65 −S血 glε一10A 皿E ］der＿06 　　5R

V瓠ue ：6　　　　　　　　　　　 5BG
Dfis−S    一10魍 曲 ＿06　　5R

valec；8 5BG10

　lx

Dtis−Single−loe＿A】1E］de〔＿065R

valve．2　　　　　　　　　　5BG
D65 −Singic−100−AhSEtder−06　SR

VaL 鵬 ：4 　　　 　　 　　　 　 5BG
D65−Single＿IDO−NIEIIa−06　5R

V 旦lue：6　　　　　　　　　　5BG

D6S＿Sin呂Lc−100一創旧 d“ −06　　5R

V 凪ur ；9 　 5BG100

　lx

D65−Single−1000−AltEtae［＿Ofi5R

V衂ue ：2　　　　　　　　　　　 5BG
D6S＿Singlc−IQOO−AllEldcr−06fR

VsLve：4　　　　　　　　　　5BG
D65 ＿Sin団le−L  ＿AIEIdcr −065R

V 齟鹽匚：6　　　　　　　　　　 5EG
D65＿Sin区【c−1  一証 kler＿06凪

value：8

図 2　照度別のマ ン セル色空間における高齢者群の 色分類分布

　　　　　　 　　 記号等は図 1に同じ．

　 5BG1000

且x
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一

明所視における若年者と高齢者の比較一

表2 若年者群，高齢者群共に 9096以 上の 一致率 を 持 っ

　　 て分類さ れ た色票枚数
合計枚数 の括弧 内の数字 はそれぞれの 明度 における評価色票枚 数

との 比率を示す，

明度 （V〕 2 4 6 8

各明度で の

評価色 票枚数
57 103 103 69

10001x 6 （10．5）　49（47．6）　39 （37，9）　16〔23，2）

100　lx 9 （15，8）　39（379 ）　35 （34，0）　18 （26 ．1）

10　lx 2 （3．5）　 8（7．8）　15（夏4，6）　5 〔7．3）

青分類 の 減少，明度（の 8 で の 色相 B に お ける青 の 分

類の減少，その 他色相で の 桃分類 の減少が見 られた．

4．考察

4，1，色分類の傾向と想定されるメ力 ニ ズム

　 色 分類 に お け る 照 度 の 影響 が，101x に お い て 主 に

有彩色の 分類の
一致率低下 と し て見 られ た．こ の傾向

は若年者，高齢 者共に同 じであるが，特 筆すべ き点は

高齢者の 方が こ の 影響 を大 きく受 け る こ とで あ る，「1．

は じめに」に述べ た 通 り，高齢者で は個人差はある も

の の ，加齢 に よ り眼光学系 の 光学濃度 は 増加 し，網膜

に 達す る 光量は，若年者 よりも低下 して い るもの と考

えられ る．人間 の 視覚系に お い て は こ の 光量低下 をそ

の 後の メ カ ニ ズ ム に よっ て 補正 し，色知覚へ の 加齢 に

よ る影響を軽減 して い る とされ て い る が，101x の 条

件 で は，こ の 補正 が充分 に働 い て い な い 可能性 も考え

ら れ る．こ の こ と は，100．10001xの低明 度色票（V ＝ 2）

の 色分類に お い て も，高齢者の
一

致率が低か っ た こ と

に対応 する もの か もしれない ，

　更に高齢者で は若年者に 比 べ ，明度（V）8に お い て

10001xの分類
一

致率は 1001xの条件よ り大 き く低下し

て い る．照度が 高い 場合，眼 球内 に 発生する散乱 に よ

りグ レア の 影響が顕著にな り，知覚され る彩度 の 低下

が起 こ る こ とが知 られ て い る
L3〕．グ レ ア に よる眼内 の

散乱光の 発生 は加齢 と と もに 増 え る が，眼球 の 光学濃

度と 同様に個 人差があ る．特 に 明度が高い 色票 の 観察

に お い て．グ レ ア に よ る彩度低下 の 影響が 強い 観察者

に つ い て は，そ の 色 分類特性が 変化 した もの と考え ら

れ る．高齢者における，系統的 な分類特性 の 個人差 は，

我 々 の 過去 の 研究 で も確認 して い る
14｝．

4，2，照度 観察者群に関わらず共通の分類となる色票

　本測 定 で は観察者群間，照 度 に よる 色分類 の 変化が

見 られた，一
方で 観察者群，照度に よ らず同 じ色分類

が得ら れ た色票も見 られ た ，こ の 観点か ら本測定の 結

果 を整理 しマ ン セ ル 色空間に明度ご とに表示 した もの

を図 3右図 に 示す，色 の 分類 を用 い た情報伝達 にお い

て，観察条件，観察者に よ らず，同 じ色分類 を得られ

る色票 を使用す る こ とは，安定した情報伝達の 上 で重

要で ある．

　照度 観察者に よらず，高い
一

致率（90％）を持 っ て

同 じ色名に分類され た色票が ，黒 青，紫，緑 の 分類

に 見 られた．主 な分布は以下 の 通 りで ある．

　黒 ： V ＝2，低彩度

　青 ： 5PB4／12：5PB6／8

　紫 ： V ＝4，H ＝5P−10P，中 ・高彩度；

　　　V ＝6，H ＝10PB ・5P，中彩度

　緑 ：10GY 　4／8；7 ＝6，　H ＝5GY −5G．中 ・高彩度 ；

　　　「＝8，　H ＝　5GY −10GY，中 ・高彩度

　 また，比較的高い
一

致率（70％）を持 っ て分類 された

色票が，上記 4色につ い て は高い 一致率を持 っ て 分類

された色票 の 領域 の 周辺 に ，また赤，茶，桃 に つ い て

は以下の 通 り見られた．

　赤 ： V ＝4，H ＝5R，高彩 度

　茶 ：10YR4／6：V ＝6，　H ＝10R−10YR，中彩度

　桃 ：10RP6／6； V＝8，　H ＝10P−5R．中彩度

4，3．先行研究 との比較

　照度別の 色分類特性 を検討 した 研究に，Ishidaの研

究 10）が あ り，本研 究の 若年者 10，10001xの 明度（V ）4，6，

8の 結果に つ い て 比較 が可能 で あ る．本測定に対 して

Ishidaの 測定は，背景 明度が N5で あ り本測 定よ りも

低 い こ と，照 明 に 昼 白 色 色 評 価 用 蛍 光 灯 （5000K．

R
。
＝99）を使用 して い る こ と，提示刺激 背景 の 大 きさ，

提示刺激 の 枚数，黄緑，青緑の分類を含む こ と が 測定

条件の差異 として 挙げられ る が，単一の 色票を逐次評

価 する点 で は同 じ評価 方法を採用 して い る，Ishidaの

測 定の 黄緑，青緑 の 分類を本測定で は黄あ る い は 緑，

青 の 分類 として 比較 した場合，概 ね傾向は
一

致す るが，

以下 の 相違点があ っ た，明度（の 4，色相 （H ）5RP に

お い て，Ishidaの 結果で は高 い 分類の
一致は得 て い な

い が t 本測定 の 結果 で は紫 の 分類が得られ て い た．明

度（V）6に お い て，Ishidaの 結果では 10001x，101xと

も色相 （H ）5Y に 黄 の 分類 を得 て い る が，本測 定 の 結

果 では looO　lxの み黄 の 分類が見 られ，10　ixで は茶の

分類 で あっ た，また，10　lxの 色相 YR ，明度 （の 6で は，

Ishidaの 結果では橙 の 分類 で あるが，本測定の 結果は

［＝＝：二 ＝：＝＝＝＝＝＝＝］ 89 ［一 ＝＝コ
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茶 で あ っ た．本測定 で は lshidaの 測定 よ り高い 色温度

の 照明 と，高い 明度の 背景を使用して い る こ とが．こ

れ らの 差異 の 原因 と考 え られる．Ishidaは 10001x と

101x の 条件で は 同様の結果を得た と結論付け て い る．

マ ン セ ル 色空間 に お け る 分類 の 分布位 置 に つ い て は，

本測定の 結果も若年者で 差異は見 られ な か っ た が．そ

V＝ 2

M

P」 6

F」8

D65 −S洫 gle−AII−A 皿Yor巳nge 【＿09R

Value：Z　　　　　　　　　　sBG
D65 ＿S血 創廴 AU −A 閣Yo 皿ge【一ひ唖R

　
　

value ；4　　　　　　　　　　　 5BG
D65 −S洫 g1廴 All−Al1Y  ξ一〇重R

valve ：6　　　　　　　　　　　 5BG
D65−Singlc−All−AltYcrumgt［−09R

valwe；8

D6S＿S 皿 81  All−AtTEtdcr−06　SR

valUt ：2 　　　　　　　　　　　 5BG
踊 5−S嘩 一細 一湘 田 kler−06　5R

　

V 曲 ：4　　　　　　　　　　 5BG

悦 5−s嘩 一皿 ＿丗 一〇6　5R

valUt二6　　　　　　　　　　 SBG

D65−S血91じ一A 闢＿A 皿 E団“＿じ6　5R

D65−Singte−A］1−A皿＿06　　 5R

V詆腰じ：2D65

−Single−All一俎 一〇65BG5R

V創u匕．4 　　　　　　　　　 5EG
D65 −S 咄 一闇 一仙 ＿06 　　　　　5R

Va   e’6 　　　　　　　　　　 5EG
D6S−Singlc−A］LAt1−06　　 5R

　 5BG 　　　　　　　　　　　　　　　alUCニき　　　　　　　　　　 SBG 　　　　　　　　　　　　　　valW　S

若年者　　　　　　　　　　高齢者

　　　　　 図 3　マ ンセル色 空間 にお ける全照度合算の色分類分布

　　　　　　　　　　 　 記号等は図 1に 同 じ，

　 　 　 　 5BG

若年者 ・高齢者共通

一 go ［＝＝＝＝＝＝＝＝ニー
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河本ほか　基本色名に基づ く色分類における照度の影響
一

明所視における若年者 と高齢者の比較
一

の 広 が りに つ い て は 101x で は縮 小傾 向 に あ り，分類

の
一致が得 られた色票の 減少と して 結果に現れ て い

る．こ の 差異 の 理 由 として，本測定が色 票選択 を彩度

（H ）に つ い て 1 か ら2 刻 み で 行 っ て い た こ と に 対 し，

Ishidaの 測 定で は 4刻 み で 行 っ て お り，　 Ishidaの 測 定

で は，彩度方向 の 色分類 の 領域変化 を本 測定 ほ ど細 か

く捉え ら れ な か っ た こ とが 考え ら れ る，

　他の 色の 分類 を用 い た 評価 と して ，照 度に よ る色票

の 色 の 見 え の 類似性（similarity ）を 1 若年者，高齢者

に つ い て検討 した Sagawaら の 研究 15）が ある．テ ス ト

色に対する類似性が高い とされる色空 間中で の領域 の

広が りは，照度が低 い ほ ど狭 くなるが，年齢 の 影響 は

わ ずか で あ り，彼 ら は年齢 の 影響 よ りも照 度 の影響 の

方が強 い と 結論付け て い る ，本測定の 結果 は．照 度が

低 い と 分類 の
一

致 度が低 くな る こ と は，Sagawa らの

結果 に
一

致 す るが，若 年者 と高齢 者 の 結 果が異 なる

傾向を示 した こ と につ い て は，彼らの 結果 との 差異が

見られ る．本測定 の 高齢者 の 結果で は，色相 YR ，　Y の

色票 に対 す る 分 類 の 傾 向が 異 な っ た．こ の 原 因 と し

て ，色票の提示方法 と評価 方法の 違 い が考え られる．

Sagawa ら の 研 究 で は，属性 が ラ ン ダ ム に 配置 さ れ た

空間的に は格子状に 並 べ られた基本色 を含む 20枚の参

照色票群よ り，テ ス ト刺激 と類似する色票を選択 した，

またそ の 選択 に あた っ て は，色名応答は介在 して い な

い ．分類方法や刺激の 空 間配置の 影響に つ い て は，今

後検討が必要 で ある と考え られる，

4 ．4 ．本測定結果の適用対象と色を介 した情報伝達に

　　おける色の利用

　本測 定で は観察者が色票 を観察 し，知 覚され る 色 の

分類 を色名で答え た，また ，そ の 際 の 空 問的な色票 の

提示方法は，高明度の 白色背景 へ の 単独提示 で あ っ た，

従 っ て ，色 を介 した情報伝 達 における本測 定結果 の 適

用は，視認対象の 色の 分類が必要で ある，高い 明度，

輝度を持つ 一様な背景 に お け る物体表面 や比較的単純

な空 間構 造 を持 つ 対象が適当 と考 えられる．

　色票提示に お け る背景は N9 で あ り高明度 で あ っ た，

こ の こ とは，特に グ レ ア の 影響が 強く出る こ とが 指摘

され て い る高齢者群 には．色 分類 の 上 で 悪影響 を及 ぼ

し た 可 能性が あ る．前述 の lshidaの 研 究
且D 〕

で は ，　 N5

を使用 して お り，比較の 上 で は検討が必要で あ る．グ

レ ア の 影響が小 さい と考え られ る背景明度 が 低い 条件

で は，本測定 の 結果 よ りも，高 い
一

致率が得られ る 色

票が 増える 可能性 もある．

　 また，本測定は 明所視に お け る 照 度範囲 で 行 っ て い

る．更に照度が低い 薄明視や暗所視 における適用に つ

い て は別 の 評価が必要である．

　視認対象の 色 の 分類 に つ い て は，弁別 や 類似性 を判

断基準 とする 測定方法で は 評価が で きない た め ，本測

定手法 の 様 に，観察者 の 応答に 色名が介在す る 方法 の

デ
ー

タが 特に 有効 で あ る と思わ れ る．色 の 分類 を利用

した情報伝達で は，で きる だけ多 くの情報受容者が 同

じ色 に分類する 色 を使用す る こ とが好 ましい ，黒 青，

紫，緑に つ い て は 高 い
一

致率（90％）で ，赤，茶，桃に

つ い て は比較的高い
一

致率（70％）で t 若年者，高齢者

に よらず，101xから 10001xの 明所視の 照度 の 範囲に

お い て，こ の 用 途 に使用 で きる 色票 が 存在す る 可 能性

を本研究は 示 して い る．

5，まとめ

　今回，明所視に お け る若年者 と高齢者の 色分類に お

ける照度の 影響を検討 した，高齢者は若年者に 比べ ，

低照度（101x）で そ の 影響が大きか っ た，色の 分類を使

用 した情報伝達 にお い て は，様 々 な観察者，環境 の 下

で も，同一の 表面 は 常 に 同 じ色 に 見 え る こ とが要求 さ

れ る．本測定の結果で は，若年者，高齢者に よらず．

101xか ら 10001x の 照度の 範囲で ，高い 割合を持っ て

黒，青，紫，緑 に分類 される色票を得た。こ れ らの 色

票は，情報伝達に おけ る セ ーフ カ ラ ーの 役割を果たす

可能性が考え られ るがt 空間特性，評価方法 な ど に つ

い て 更 に検討が必要 で あ る．また，色 の 受容 に お い て

考慮す べ き対象と して，色覚異常の 特性もあ り．こ の

点 に つ い て も検討の 必要が あ る ．
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中京大学心理学部 同研究科教授，現
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　 　　 　　 照明学会．日 本眼光学

神奈 川大学外 国語学部教授 t

授 を経て．現在，

学視科学研究所客員教授．

害者 お よび高齢者 に関す る感覚代行 の 研究に従事．

学博士，日本心理学会，日本眼光学学会，日本眼鏡学会，

日本視覚学会，日本 ロ
ービジ ョ ン学会，日本視覚障害

リ ハ ビ リテ
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シ ョ ン 学会，日本感性 工 学学会他各会員．
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和氣 　洋美

1972年，東京都立大学大学院 人文

科学研究科心 理 学専攻博上 課 程満

期 退学，1984年，名古屋大 学 医学

部大学院研究科眼科学教室研究 生

修了．白鴎女子短期 大学助 教授，

　　　　 神奈川大学人間科学部教

神奈川大学名誉教授．他に神奈川大
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